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１．企業理念 
Your health. Our future. 

あなたの健康。私たちの未来。 

 

あなたと地球の快晴プラットホーム。 

クラウドナインが提供する会員制ダイレクト販売は、バズ（口コミ）マーケティングが基本。 
商品や報酬プランが気に入った方が会員となって、大切な知人や、その先の多くの方々に情報を
お伝えします。 
情報も、商品も、人から人へ、まごころからまごころへ。 
私たちは、会員の皆様のまごころで作られた売上を、SDGｓ（持続可能な開発目標）達成のため
にシェアします。 
「カーボンオフセット」、環境省の「エコアクション 21」他、あらゆる支援を惜しみません。 
会員の皆様の心身と経済だけでなく、大切なご家族や社会、そして地球全体まで。 
ひとりの小さなアクションが積み重なって、すべてがクラウドナイン（最上の幸せ）に包まれる
ことを目指しています。 
それが、私たちの提供する「快晴プラットホーム」です。 
 

それはもっとも高い空、そして極上の幸せ。 

「あなたと出会えてよかった」 
働く時間も、得たい収入に応じた頑張り方も、自由にデザイン。 
年齢や性別、職歴、学歴は関係なしで特別なスキルも必要ありません。 
自分自身がオーナーとなって、ビジネスを組み立てていく、そんな働き方が広がってきました。 
 
しかもクラウドナインの会員制ダイレクト販売なら、簡単で始めやすく、教えてもらったり教え
たり、サポートしたりされたりのチームワーク体制も万全です。 
誰もが副業やセカンドインカムを必要とする時代に、地球の未来まで見据えた、社会から高く評
価される働き方を提案します。 
 
「クラウドナインと出会えてよかった」 
 
せっかく出会うことのできたあなたから、そう言っていただけるよう、私たちはたゆまぬ企業努
力を続けてまいります。 

 

サステナビリティ基本方針 
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Why CloudNine? 

クラウドナイン、それはアメリカ気象局の専門用語で、もっとも高いところに位置する 9 番目の
雲のこと。 
転じて、雲の上で味わう最上の幸せ、ハッピーでうきうきした気分、精神的な到達点などを表す
言葉になりました。 
それが、私たちの社名の由来です。 
いま、私たちは学ぶことができました。 
冷たい雨に震えるから、快晴のありがたさがわかることを。決して降りやまぬ雨はないことを。 
だから、もっと優しく、もっと力強く、今⽇は雨空でも、あなたの明⽇は快晴へ。 
クラウドナインは、サプリメント、化粧品の会員制ダイレクト販売の仕組みを通じ、あなたと、
社会と、地球に貢献します。 
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２．組織の概要（認証・登録の範囲） 
（１） 事業主および代表者氏名 

株式会社 CloudNine 
代表取締役 島本 倖伸 

（２） 所在地 
広島県広島市中区大手町 2 丁目２−９ ビル博丈大手町１F 

（３） 管理責任者氏名及び担当連絡先 
管理責任者・連絡担当者 田中 晋 
TEL 082-545-5488   
FAX 082-545-5489 
ホームページ https://www.cloud9-japan.com 

（４） 事業の概要 
健康食品、化粧品の開発・販売 
※段階的認証 1 年目(4 年以内に全組織、全活動へ拡大予定) 

（５） 事業年度 
10 ⽉〜翌年 9 ⽉ 

（６） 実施体制 
従業員 7 名 
組織図 

社⻑  環境管理責任者  社員   
 

役割分担 
担当者 役割 

社⻑ ・環境経営の統括責任者 
・経営資源及び費用の準備 
・環境管理責任者の任命 
・環境方針の策定、見直し及び従業員への周知 
・環境経営目標及び環境経営計画書の承認 
・代表者による全体の評価と見直しを実施 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理の責任者 
・環境経営目標・環境経営計画の代表者へ報告承認 
・環境活動の実施状況と結果を代表者へ報告 
・全社員への周知、教育と訓練 
・環境経営レポートの策定承認と代表者への報告 
・問題点の発見、是正、予防処置の実施 
・環境負荷及び環境への取組の自己チェックの実施 
・環境目標、環境活動計画書原案の作成 
・環境活動のデータ収集と実績まとめ 
・環境関連法規等取りまとめと遵守状況のチェック 
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 
・環境経営レポートの作成 
・環境経営システムの実施、運用 
・環境経営計画の実施及び達成状況の報告 
・手順書作成及び運用管理 
・緊急事態への対応準備、試行及び訓練結果の取りまとめ 
・教育・訓練実施、記録の作成 

全社員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 
・自分の役割を理解し、自主的・積極的に環境活動へ参加 
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３．環境経営方針 
基本方針 

 
私たち CloudNine は、健康食品、化粧品の開発・販売を通じて「人々の健康的で豊かな暮らし
と地域社会に貢献する」という基本理念のもと、「健康的で豊かな生活」と「持続可能な社会の
実現」の両立を目指し、継続的な改善により、さまざまな課題の解決を目指してまいります。国
連の気象サミットが提唱するクリーンで力強くしなやかな活動によって、二酸化炭素排出量を削
減し、豊かな森を育み、地球温暖化にストップをかけて輝く⻘空を守ります。私たちの幸せのシ
ンボルである９番目の雲の上（クラウドナイン）本来のバランスを取り戻すこと CloudNine 
は会員の皆様とともにそれぞれの幸せだけでなく、空と地球の幸福を実現します。 
 

行動指針 

 
（１） 環境関連法規制や弊社が安心安全に約束したことを遵守いたします 
（２） 二酸化炭素の排出量削減を推進いたします 
（３） 食品ロスゼロを継続し適正ロット発注をいたします 
（４） 商品容器の環境負荷の低減を推進いたします 
（５） 廃棄物の排出量削減を推進いたします 
（６） グリーン購入を推進いたします 
（７） 本方針を全社員に周知徹底いたします 

 
 

改訂⽇ 2021 年 3 ⽉ 30 ⽇ 
株式会社 CloudNine 
代表取締役 島本 倖伸 
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４．環境経営目標 

項目 
SDGs 
関連付 

基準年度 目標値 
2020 年度 
(2019 年 10 ⽉〜 

2020 年 9 ⽉) 

※電気は 2021 年度 

(2020 年 10 ⽉〜2021

年 9 ⽉) 

2021 年度 
(2020 年 10 ⽉

〜2021 年 9 ⽉) 

2022 年度 
(2021 年 10 ⽉

〜2022 年 9 ⽉) 

電気 維持 

燃料 △4％ 

2023 年度 
(2022 年 10 ⽉

〜2023 年 9 ⽉) 

電気 維持 

燃料 △6％ 

二酸化炭素の排出量削減 

 

 

7823.88 
kg-CO2 

△2% 
7667.40 
kg-CO2 

9754.84 
kg-CO2 

9706.89 
kg-CO2 

電力使用量削減 11,008.90 
kWh 

△2% 
7,854.70 

kWh 

維持 
11,008.90 

kWh 

維持 
11,008.90 

kWh 
化石燃料（ガソリン） 
使用量削減 

1,033.5L  △2% 
1,012.83L 

△4% 
992.15L 

△6% 
971.49L 

食品ロスゼロ 
（賞味期限切れ） 

 

0kg 0kg 0kg 0kg 

商品容器の環境負荷の低減 
再商品化実施委託 

委託 委託 委託 委託 

廃棄物の排出量削減 − − − − 
一般廃棄物の排出量削減 493.0 ㎏ △2% 

483.1kg 
△4% 

473.3 ㎏ 
△6% 

463.4kg 
産業廃棄物の排出量削減 0kg 0kg 0kg 0kg 
グリーン購入の推進 
 （FSC 認証の紙使用） 

 

47.1% ▲5% 
52% 

▲6% 
53% 

▲7% 
54% 

節水活動 

 

ビル共有 
データ無 

節水励行 節水励行 節水励行 

※購入電力の排出係数は、中国電力 2017 年度調整後排出係数 0.677kg-CO2/kWh を使用 
※ガソリンの排出係数は、2.32kg-CO2/L 
※化学物質の使用はない。 
※食品ロスゼロのため、再資源化等実施率は該当なし。 
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５．環境経営計画 
１．二酸化炭素の排出量削減（目標２％） 
1.-1 電力使用量削減 

➀空調の適温化（夏２８℃程度、冬２０℃程度） 
②昼休み、残業時などの不要な照明の消灯、節電の徹底 
 

1.-2 化石燃料（ガソリン）使用量削減 
  ➀営業車の車両ごとの燃料使用量の把握と効率的な運転管理 
  ②適切な車両整備とエコドライブの実践 
   
２．食品ロスゼロを継続し適正ロット発注 

➀適正在庫の把握確認にて発注計画 
 

３．商品容器の環境負荷が低減を推進 
➀容器包装リサイクルによる再商品化委託 
 

４．廃棄物の削減（目標２％） 
4.-1 一般廃棄物排出量の削減 
  ➀廃棄物の種類及び排出量の把握 
  ②段ボール、ペットボトル等の分別・再資源化の推進 
  ③古用紙の利用（裏紙） 
  ④紙仕様の削減と書類の電子化 
 
4.-2 産業廃棄物排出量の削減 
  ➀廃棄物の種類及び排出量の把握 
  ②分別の徹底と再利用化 
 
５．グリーン購入の推進（現在４7％） 

 
６．節水活動 

➀出しっぱなしをしない 
②適用使用を徹底 
 

７．本方針を全社員に周知徹底 
➀定期的（⽉に一度）実施内容の確認 
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６．環境経営目標の実績（2021 年 10 ⽉〜2022 年 9 ⽉） 
・環境経営計画の取組み結果とその評価、今後の取組み 

項目 

基準年度 目標値 実績 

評価 
取組み結果の評価 

と今後の取組 

2020 年度 
(2019 年 10 ⽉〜 

2020 年 9 ⽉) 

※電気は 2021 年度 

(2020 年 10 ⽉〜2021

年 9 ⽉) 

2022 年度 
(2021 年 10 ⽉〜

2022 年 9 ⽉) 

電気 維持 
燃料 △4％ 

2022 年
度 

(2021 年 10 ⽉

〜 

2022 年 9 ⽉) 

二酸化炭素の排出量削減 7823.88 
 kg-CO2 

 
9754.84  
kg-CO2 

 
9676.60  
kg-CO2 

 
○ 

継続して節電徹
底。 

 
 
電力使用量削減 

 
11,008.90 

kWh 

維持 
11,008.90 

kWh 

 
11,474.40

kwh 

 
 

× 

昨年と比較して微
増。極力空調温
度・消灯は徹底を
実施する。 

化石燃料使用量削減 
（ガソリン） 

 
1,033.5L 

△4% 
992.15L 

 
822.6L 

 
○ 

コロナ対策として
車両移動の増加に
よる。 

食品ロスゼロ 
（賞味期限切れ） 

 
0kg 

 
0kg 

 
0kg 

 
○ 

適正在庫の確認と
計画的なロット発
注ができた。 

商品容器の環境負荷の 
低減、再商品化実施委託 

委託 委託 委託 ○ 適切な委託処理を
実施。 

廃棄物の排出量削減 − − − −  
 
一般廃棄物の排出量削減 

 
493.0 ㎏ 

△4% 
473.3kg 

 
374.0 ㎏ 

 

〇 
重量を把握し、意
識向上が図られ
た。 

産業廃棄物の排出量削減 0kg 0kg 0kg ○ 不良在庫・破損防
止が徹底できた。 

 
グリーン購入の推進 

 
47.1% 

▲6% 
53.0％ 

 
29.1％ 

  
  × 

コロナ対策機材等
購入の為。 

節水活動 ビル共有 
データ無 

節水励行 節水徹底 ○ 環境意識があがり
徹底できた。 

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、中国電力 2017 年度調整後排出係数 0.677kg-CO2/kWh を使用 
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７．環境関連法規等の遵守状況 
提要される法律 適用される事項 

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物 
食品リサイクル法 再資源化等実施率 
容器リサイクル法 容器、包装の申請・納付 
消防法 避難訓練、消防設備点検（ビルオーナー） 
フロン排出抑制法 空調機の簡易点検（3 ヶ⽉ごと） 

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規等は遵守されていました。 
関係当局よりの違反等の指摘は過去 3 年間ありませんでした。 
 
 
 

８．代表者による全体の評価と見直し 
エコアクション 21 の取組においては、取組項目として「電力使用量の削減」「化石燃料使用量の削減」
「食品ロスの継続」「商品容器の環境負荷低減」「廃棄物の排出量削減」には絶対量を数値目標として設
定、「グリーン購入の推進」「節水活動」は全社員に認識を徹底し、更なる推進を取り組むこととした。 
今回、コロナ対策による機材購入等により「グリーン購入の推進」はエコ商品がなく数値目標未達とな
る。「電力使用量の削減」は定期的な換気により空調に負荷がかかり電気使用量の増加のため、基準年
を 2020 年から 2021 年に変更し、2022 年の目標は基準電力値維持へ変更した。継続して極力、空調温
度の維持や消灯を徹底する必要がある。 
会社全体として目標設定をクリアすることにより、一層の環境配慮を推進することとします。 2020 年
度に掲げた環境経営の取組項目（電力使用量・化石燃料使用量・廃棄物量削減等）は概ね数値目標を達
成したと評価するも、持続的に達成継続することへ の意識を継続しなければと考える。今後も目標達
成に向けての取組を進めていく。 環境経営方針における基本理念及 び基本方針は堅持しつつ、当社
を取り巻く社会経済状況や政策状況の変化に柔軟かつ迅速に対応するため適切な事業執行体制ならび
にエコアクション 21 に係る運用体制の整備・構築を進めていく。全社一丸となって、SDGs や国連
の気象サミット提唱への貢献とともに、更なる環境配慮に向けてエコアクション 21 に取り組んでい
く所存である。 


